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（株）ニーノコーポレーション

扶桑町大字斉藤字緑２２３

（０５８７）９３－７８３３

丹羽郡扶桑町大字柏森字辻田３９８ 江南市小杁町長者毛西１３２番地

（０５８７）９１ー０１１０ （０５８７）５２ー３８０８

はなえくぼのホームページ

犬山市大字五郎丸字郷瀬川１７番地１ www.gh-hanaekubo.com
（０５６８）６８ー８０９６ ブログも時々更新しています

『スタッフ紹介』

はなえくぼ扶桑に入社して二ヶ月が過ぎました。全てが初めての経験で、仕事

を覚えることで精一杯でした。利用者様とのコミュニケーションが上手くとれず

続けていけるか心配でした。

１月１９日の寿司パーティーで寿司作りをさせて頂きました。利用者様にも喜

んで頂け、利用者様との距離が少し縮まったように感じました。これからも介護

の仕事を続けていこうと思えました。

はなえくぼ扶桑介護職員 Ｓ．Ｋ

『利用者様の異変を見逃さないために』

１月２月と体調を崩し入院された方が続きました。はなえくぼで暮らしてお

られる方々は、ご自分では具合の悪いところを上手に伝えることができない方

ばかりです。いつも身近で介護している私たちが、お一人おひとりの表情、顔

色、食事量、体温、血圧、脈拍等がいつもと変わりないか。水分は摂れている

か。排泄の状況はどうなのか等しっかり把握し、小さな変化も見逃さない「気

づき」がとても大切になってきます。

小さな変化を記録に残すことで職員全員が共有し、異変の早期発見につなげ

ていきたいと思います。今後も職員全員が、緊急時慌てず対応できるよう、研

修を重ねていきたいと思います。

はなえくぼ扶桑管理者 可児 みさ子

『寿司パーティー』

まぐろ、サーモン、たまご、ねぎとろ、エビ・・・「ヘイ、おまち～！」と

次々に色鮮やかなお寿司が並びました。

１８年のブランクを感じさせないほど慣れた手つきでお寿司を握ってくださっ

たスタッフのＳさん。利用者様も「わ～すごい。」「おいしそう！」と笑顔にな

られました。

「いただきます」と食べてビックリ！！本当にお寿司屋さんのお寿司みたい。

利用者様方も「まぐろとサーモンと・・・」とカウンター前まで行き、注文した

りして楽しまれていました。

いつもと違った雰囲気の中で、笑顔が増え食欲も増え楽しく過ごされました。

はなえくぼ扶桑介護職員 Ｓ．Ｙ

ミキサー食の方にはちらし寿司風に。

大好評で、皆さん完食されました。

本物のお寿司屋さんにいるみたいで、

スタッフのテンションも上がってし

まい、利用者様の写真を取り忘れる

ほど夢中でお寿司を頂きました。

春よ来い 早く来い 歩き始めたみいちゃんが
赤い鼻緒のじょじょはいて おんもへ出たいと待っている

立春を過ぎてもまだ寒い二月
室内での生活が多かった利用者の皆様は

春を待ってこんな歌を心の中で唄っているのかも・・・

ぽかぽか陽気になったら 表へ出て春の花を探しましょう
唱歌を唄って そよ風に吹かれながら のんびりと・・・

手足をおもいきり伸ばして あくびをしましょう
うとうとと眠くなるような春の日差しを背中にうけて・・・

人がいきいきと生活している はなえくぼでありたいと思います。
はなえくぼ扶桑計画作成担当者 Ｉ．Ｎ
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認知症サポーター養成講座開催案内

３月２５日（水）はなえくぼひくみ
３月２６日（木）はなえくぼ扶 桑

３月３０日（月）はなえくぼ江 南

いずれも１４時より

詳細は後日ご案内させて頂きます
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